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令和元年度現計予算額 令和2年度当初総務部長内示額 令和2年度当初予算市長復活要求額 市長復活査定額

総　　額府支出金 起　　債 その他
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総　　額 総　　額 総　　額一般財源 府支出金 起　　債国支出金 起　　債
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その他 一般財源
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1,000

0

0

0

0

0 173,480

0

0

165,000
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公共交通事業

はんなんまちづくりプロジェクト事業

尾崎駅整備事業

尾崎駅整備及びまちづくりプロジェクト費
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　道路運送法、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律

令和２年度　当初予算市長復活査定書

(目名） 交通防犯対策費 （細目名）公共交通事業費 （事業名） 公共交通事業 （単位：千円）

総　　　額
財　　　　源　　　　内　　　　訳

査　定　総　額
財　　　　源　　　　内　　　　訳

国支出金 府支出金 起債 その他 一般財源 国支出金 府支出金 起債 その他 一般財源
平 成 ３ ０ 年 度 当 初 予 算 額 0 0 0

250 250令 和 元 年 度 当 初 予 算 額 7,414 3,786 3,628
令 和 元 年 度 現 計 予 算 額 7,414 3,786 3,628
令 和 2 年 度 当 初 要 求 額 7,414 1,930 5,484

債務負担行為

　　　　　　　　　　　　　　　　
令 和 2 年 度 当 初 総 務 部 長 内 示 額 0 0 0

　　　　　　　　　　　　　　千円（　　　年度～　　　　年度）
令 和 ２ 年 度 総 務 部 長 復 活 内 示 額

令 和 2 年 度 復 活 要 求 額 7,480 0 7,480

事　　　業　　　内　　　容 予　　算　　要　　求　　内　　容

（目的）
　今後の人口減少や高齢化社会の進展を見据え、「阪南市公共交通
基本計画」に基づき、面的な公共交通ネットワークの再編をはじめと
した持続可能な公共交通の維持確保を図っていくため。

○阪南市公共通支援業務委託料
「道路運送法」及び 「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」に基づく協議会である阪
南市地域公共交通会議にて、実施事業を協議するための運営支援及び地域住民を対象とした
公共交通利用促進に係る勉強会実施に係る運営支援委託。

(概要）
 「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」に基づく地域公共
交通網形成計画を策定し、公共交通全体の観点から持続可能な公
共交通網の検討や利用促進等について法定協議会で議論し段階的
に実施。

(根拠法令）

［復活理由］
○地域公共交通会議運営支援業務について
　 専門性の高い分野でありノウハウが無いため、データ収集から会
議資料作成まで、膨大な時間を要すことから、直営作業では運営で
きない。

○公共交通勉強会運営支援業務について
　勉強会運営からデータ整理まで、膨大な時間を要すことから、直営
作業では運営できない。

部課名 事業部　都市整備課
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・

内容（予定）
・

・

阪南市立地適正化計画 ・

注）　尾崎駅整備事業費と事業統合を行い、
尾崎駅整備及びまちづくりプロジェクト事業費とする。

令 和 2 年 度 復 活 要 求 額

(根拠法令）

［復活理由］
・目的にある市の経済循環向上をめざすため、平成29年度か
ら本プロジェクト会議を開始。
・多様な主体（民間企業、行政、学術機関、非営利団体、市
民）が自発的に本市でまちづくりに資する経済活動、学術研究
等を実施できるプラットホームとして会議を進めてきた。
・平成29～31年度まで、大学生による社会実験、市民と大学
生によるフィールドワークを実施。
・長期的には官学連携から市民連携、産官連携を推進し、市
の核である尾崎の都市機能の維持、市全体の経済循環を達
成する。
・令和2年度はプラットホームの中でも繋がりが強化された大
学との連携によるまちづくりを推進するため、復活要求するも
のである。

部課名 事業部　都市整備課

事　　　業　　　内　　　容 予　　算　　要　　求　　内　　容

（目的）
阪南市立地適正化計画の課題に基づき、パイロット事
業として実施。プラットホーム形成、試行的まちづくり活
動を実施し、市の経済循環向上をめざす。

(概要）
和歌山大学との連携のため、大学へ負担金を拠出し、
令和元年度にまちなか再生支援事業で実施した計画の
評価、改善を、官学連携により推進する

学部協定を締結する予定の和歌山大学システム工学部への共同研究負担金　1,000
千円

令和元年度に実施した社会実験、インナープロモーションの評価、改善（データ整
理、分析、仮説再設定等）

大学主体の社会実験実施
※実績
平成30年度：サラダホール前人工芝設置、京産大合同尾崎地区フィールドワーク、
尾崎駅及び和歌山大学前駅ポスター掲示
令和元年度：尾崎駅前社協用地でのeスポーツパブリックビューイング）

1,000

　　　　　　　　　　　　　　千円（　　　年度～　　　　年度）

1,000

0
令 和 ２ 年 度 総 務 部 長 復 活 内 示 額

21,901

債務負担行為

　　　　　　　　　　　　　　　　
令 和 2 年 度 当 初 総 務 部 長 内 示 額 0

4,500 2,936
令 和 2 年 度 当 初 要 求 額 21,901

0令 和 元 年 度 当 初 予 算 額 7,436 4,500 2,936
令 和 元 年 度 現 計 予 算 額 7,436

1,155
0

府支出金 起債 その他 一般財源
平 成 ３ ０ 年 度 当 初 予 算 額 1,155

総　　　額
財　　　　源　　　　内　　　　訳

査　定　総　額
財　　　　源　　　　内　　　　訳

国支出金 府支出金 起債 その他 一般財源 国支出金

はんなんまちづくりプロジェクト会議
※実績
平成30年度：市、大学、NPO、他市、市民との、まちづくり手法の意見交換、実践の
報告等（神山町事例、和歌山大学社会実験等）

令和2年度当初予算　市長復活査定書

(目名） 都市計画総務費 （細目名）はんなんまちづくりプロジェクト費 （事業名） はんなんまちづくりプロジェクト事業 （単位：千円）

別紙２



エレベーター整備費：3億3千万円の1/2ずつを市、南海で負担予定。

令和2年度：市負担金　32,500千円（65,000千円/2）
令和3年度：市負担金　132,500千円（265,000千円/2）

※　令和３年度の支払いに対し、債務負担行為額　132,500千円の設定の要求

地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱

注）　はんなんまちづくりプロジェクト費と事業統合を行い、
尾崎駅整備及びまちづくりプロジェクト事業費とする。

(概要）
尾崎駅山側エレベーターについて南海電鉄が整備し、
その1/2を市が南海電鉄に対し、負担する。

2018年9月の火災から復旧工事を行っている尾崎駅に
ついて、本市の要望に基づき、南海電鉄とともに駅山側
エレベーターを整備する。

訪日外国人旅行者受入環境整備緊急対策事業費補助金交付要綱

(根拠法令）

［復活理由］
尾崎駅復旧に関して、本市から南海電鉄に対し、駅機
能向上のため、駅山側にエレベーター設置を要望してき
た。
今年度、本件について南海電鉄と事業手法、事業費に
ついて協議を進め、エレベーター整備は南海電鉄の事
業であることから、南海電鉄に対して必要な事業費を負
担する事で調整を進めている。
本市の要望に基づき実施する事業であるため、復活要
求するものである。

部課名 事業部　都市整備課

事　　　業　　　内　　　容 予　　算　　要　　求　　内　　容

（目的）

令 和 2 年 度 復 活 要 求 額

　　　　　０千円（令和年度～令和年度）
令 和 ２ 年 度 総 務 部 長 復 活 内 示 額

165,000
債務負担行

為
（査定）

　　　　　　　　　　　　　　　　
令 和 2 年 度 当 初 総 務 部 長 内 示 額

令 和 2 年 度 当 初 要 求 額 165,000

0令 和 元 年 度 当 初 予 算 額

令 和 元 年 度 現 計 予 算 額

0

府支出金 起債 その他 一般財源
平 成 ３ ０ 年 度 当 初 予 算 額

総　　　額
財　　　　源　　　　内　　　　訳

査　定　総　額
財　　　　源　　　　内　　　　訳

国支出金 府支出金 起債 その他 一般財源 国支出金

令和2年度当初予算　市長復活査定書

(目名） 都市計画総務費 （細目名）尾崎駅整備事業費 （事業名） 尾崎駅山側エレベーター整備事業 （単位：千円）
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